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●榎地区協議会は住民の皆様の意見を集約し、また行政の方針を検討し、
　地域の考えを区政に反映していく窓口として、がんばっていきます。
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第
四
分
科
会

地
域
ふ
れ
あ
い
分
科
会

新
宿
区
自
治
基
本
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
す

4
月
4
日

鶴
巻
町
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加

（
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
芯
で
鯉
の
ぼ
り
作
成
）

5
月
2
日

布
の
大
き
な
鯉
の
ぼ
り
作
成

（
毎
年
、
鯉
に
絵
を
描
き
泳
が
せ
て
い
ま
す
）

5
月
16
日（
日
）

午
後
1
時
〜
4
時

「
巻
い
て
巻
い
て
召
し
上
が
れ
」

ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
2
種
、
ク
レ
ー
プ
2
種
、

え
び
の
お
し
ゃ
れ
ロ
ー
ル

7
月
30
日（
金
）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
１
時

「
親
子
で
お
す
し
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

祭
り
ず
し
、
花
ず
し
、
押
し
ず
し
、
吸
い
物

6
月
6
日

た
が
ま
わ
し
・
水
で
っ
ぽ
う

7
月
4
日

七
夕
か
ざ
り
・
盆
踊
り
練
習

8
月
1
日

「
し
ぼ
り
染
め
」を
し
ま
し
た
。

榎
ふ
れ
あ
い
デ
ー

榎
ふ
れ
あ
い
デ
ー

榎
ふ
れ
あ
い

　
ク
ッ
キ
ン
グ

榎
ふ
れ
あ
い

　
ク
ッ
キ
ン
グ

　
正
方
形
の
白
さ
ら
し
に
輪
ゴ
ム
を
ぐ
る
ぐ
る

し
っ
か
り
巻
い
て
藍
の
中
に
入
れ
ま
す
。
洗
っ

て
、
ゴ
ム
を
は
ず
す
時
は
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
。

広
げ
て
き
れ
い
な
形
に
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま

し
た
。
夏
の
青
空
に
藍
の
模
様
が
涼
し
さ
を
運

ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　
年
間
を
通
し
て
、「
榎
町
子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
」に
は
コ
マ
・
け
ん
玉
・
め
ん
こ
等
の

昔
あ
そ
び
や
縄
跳
び
に
、「
高
齢
者
ク
ラ
ブ
」の

皆
様
に
は
輪
投
げ
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　
夏
休
み
の
一
日
、
5
組
の
親
子
が
色
々
な
お

す
し
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　
祭
り
ず
し
は
細
い
の
り
巻
き
を
何
本
も

作
っ
て
、
そ
れ
を
芯
に
し
、
更
に
大
き
く
巻
い

て
い
く
と
い
う
、
と
て
も
手
の
か
か
る
お
す
し

で
す
。
参
加
し
て
下
さ
っ
た
の
は
小
学
校
低
学

年
の
子
ど
も
達
で
し
た
が
、
こ
の
難
解
な
作
業

を
巧
み
に
や
っ
て
の
け
て
く
れ
ま
し
た
。
出
来

上
が
っ
た
お
す
し
の
切
り
口
は
と
て
も
き
れ

い
な
お
花
の
形
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
親
子
で
協
力
し
て
作
っ
た
お
す
し
の
味
は
、

笑
顔
を
見
れ
ば
納
得
。
楽
し
い
夏
休
み
の
思
い

出
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　第一分科会では、去る9月27日、28日、10月4日、5日の延べ4日

間にわたり、榎地区町会連合会との共催により榎地区まちづくり講

座「みんなでパワーアップ！えのき」（地域住民の町会活動への参加

を促すには）を開催いたしました。

　会議の際には、区の各種検討会等で実績のあるＮＰＯ法人「まち

ぽっと」より講師を招いたほか、活発かつスムーズな意見交換の場

となるよう、地区協議会委員が支援を行いました。

　講座のもようにつきましては、本紙次号にてご報告する予定です。

榎地区協議会の予算・決算額についてお知らせします

①
区
は
、
区
民
が
地
域
の
特
性
と
自
主
性
を
生
か
し
、

個
性
豊
か
で
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
行
え
る
よ
う
、

地
域
自
治
を
推
進
す
る
。

②
区
は
、
一
定
の
地
域
区
分
を
定
め
た
地
域
自
治
区
を

設
け
る
。

③
区
民
は
、
地
域
自
治
区
ご
と
に
地
域
自
治
組
織
を
置

く
こ
と
が
で
き
る
。

　
区
の
行
政
機
関
は
、
地
域
自
治
を
推
進
す
る
た
め
必

要
な
処
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

　
地
域
自
治
区
及
び
地
域
自
治
組
織
に
関
し
必
要
な
事

項
は
、
別
の
条
例
で
定
め
る
。

　
か
ね
て
か
ら
区
民
、
議
会
、
行
政
の
三
者
の
代
表
で
構
成
さ
れ
る「
新
宿
区
自
治
基
本
条
例
検
討
連
絡
会

議
」を
設
置
し
て
標
記
の
具
体
案
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
成
案
が
ま
と
ま
り
近
く
制
定
の
運

び
に
な
る
予
定
で
す
。
当
榎
地
区
協
議
会
の
黒
川
会
長
も
区
民
の
代
表
と
し
て
参
画
し
ま
し
た
。
新
宿
区

の
地
域
特
性
を
踏
ま
え
、
区
に
お
け
る
自
治
の
基
本
理
念
や
基
本
原
則
を
明
ら
か
に
す
る
の
が「
新
宿
区

自
治
基
本
条
例
」で
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
条
例
の
内
、
我
々
地
域
住
民
に
と
っ
て
大
変
関
係
の
深
い
部
分
に

つ
い
て
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
新
宿
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

1
．
基
本
的
考
え
方

2
．
区
民
の
権
利
と
責
務

7
．
地
域
自
治

3
．
議
会
の
役
割
と
責
務
　
省
略

4
．
行
政
の
役
割
と
責
務
　
省
略

5
．
情
報
公
開
･
個
人
情
報
　
省
略

6
．
住
民
投
票

●
目
的
　

●
基
本
理
念

　
基
本
理
念
に
基
づ
き
区
政
運
営
の
原
則
を
定
め
る
と

と
も
に
、
区
民
、
区
議
会
、
区
長
等
の
役
割
を
明
ら
か
に

し
、
自
治
の
実
現
を
図
る
。

●
区
民
の
権
利

　
区
民
は
、
区
政
に
関
す
る
情
報
を
知
る
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
、
区
政
に
参
加
す
る
、
自
治
の
担
い
手

と
し
て
生
涯
に
わ
た
り
学
ぶ
こ
と
の
4
権
利
を
有
す
る
。

●
区
民
の
責
務

　
区
民
は
、
こ
の
地
に
と
も
に
生
き
る
も
の
と
し

て
、
お
互
い
の
自
由
と
人
格
を
尊
重
し
、
良
好
な

地
域
社
会
の
創
出
に
努
め
る
。

②
人
権
の
尊
重
　

　
新
宿
区
は
人
権
を
尊
重
し
一
人
一
人
を
大
切
に
す
る

区
政
を
行
う
。

③
市
民
主
義
　

　
区
民
が
自
治
の
担
い
手
と
し
て
地
域
の
課
題
を
解
決

す
る
も
の
と
す
る
。
区
民
が
主
人
公
の
自
治
の
実
現

を
図
る
。

④
区
民
の
自
治
　

　
新
宿
区
は
地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ
く
基
礎
自
治
体

で
あ
り
確
立
し
た
自
治
権
を
持
ち
、
区
民
自
治
を
基

本
に
構
成
さ
れ
る
　

①
区
の
自
治
　

　
上
記
に
加
え
自
律
的
運
営
を
図
り
自
治
体
と
し
て
の

自
立
を
確
保
す
る
。

●
区
民
の
定
義
　

　
新
宿
区
に
住
所
を
有
す
る
者
に
、
新
宿
区
で
働
く
者
、

学
ぶ
者
、
活
動
す
る
者
及
び
活
動
す
る
団
体
を
加
え
た

者
を
い
う
。

①
区
長
は
、
住
民
の
生
活
お
よ
び
区
政
に
重
大
な
影

響
を
有
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
別
に
定
め
る
住
民

投
票
条
例
に
基
づ
く
発
議
あ
っ
た
場
合
に
は
、
住

民
投
票
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

⑤
区
は
、
住
民
投
票
の
結
果
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

⑥
住
民
投
票
の
実
施
に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
別

に
条
例
で
定
め
る
。

◆
榎
ふ
れ
あ
い
デ
ー
こ
れ
ま
で
の
イ
ベ
ン
ト

◆
榎
ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ

　
こ
れ
ま
で
の
メ
ニ
ュ
ー

◆
榎
ふ
れ
あ
い
デ
ー
は
、
毎
月
第
一
日
曜
日
午

後
１
時
よ
り
早
大
通
り
に
て
、
世
代
間
交
流

を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
榎
ふ
れ
あ
い
デ
ー
、
榎
ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン

グ
の
11
月
7
日
以
降
の
予
定
に
つ
い
て
は
、
え

の
き
誌
35
号
の
二
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
榎
ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ
は
、
榎
町
地
域
セ

ン
タ
ー
調
理
室
に
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

まちづくり分科会第一分科会

平成21年度の決算額は148万2,372円、　
平成22年度の予算額は184万4,000円です。
※新宿区の「まちづくり活動支援補助金」を財源としています。
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【作り方】

①ゴーヤは縦半分に切り、種とワタを取り、5～6㎜に

切る。　

②ボウルにゴーヤ、ちくわ、紅しょうが、黒ごまを入

れ、小麦粉をふって全体をサッと混ぜる。

③天ぷら粉を溶き、塩少々を入れ、②を混ぜ合わせ、

170～180℃に油を熱し、②をスプーンで油の中に

すべらせ、中火で1～2分揚げ、裏返し、さらに1～2

分揚げたら油をきる。

　
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
カ
リ
ウ
ム
、
食
物
せ
ん

い
が
豊
富
。
ゴ
ー
ヤ
の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
加

熱
し
て
も
こ
わ
れ
な
い
。
む
く
み
を
取
り
、

血
圧
を
正
常
に
保
つ
。
腸
の
働
き
を
活
発

に
す
る
。

　
血
圧
、
血
糖
値
の
上
昇
を
お
さ
え
る
。

整
腸
作
用
あ
り
。
老
化
や
動
脈
硬
化
を
防

ぐ
。
血
糖
値
を
安
定
さ
せ
る
ホ
ル
モ
ン
に

似
た
働
き
が
あ
り
、
糖
尿
病
予
防
効
果
が

期
待
さ
れ
る
。

得

一番好評だった
簡単料理を一品紹介

レシピをもらって
つくってみよう！

★ふれあい分科会ではご協力していただけるサポーターの方（個人。団体）を
　募集しております。お問い合わせは地区協議会事務局まで。

「ゴーヤとちくわのかき揚げ」

簡単♪おいしい！ゴーヤ料理簡単♪おいしい！ゴーヤ料理

【材料】

ゴーヤ １本

ちくわ 2本

紅しょうが 少々

黒ごま 少々

小麦粉、天ぷら粉、揚げ油

………

………

　　…

………………

2人分

①
暑
さ
に
よ
る
疲
労
、
発
汗
に
対
応
す
る

　
栄
養
素
が
い
っ
ぱ
い
！
食
欲
増
進
！

②
苦
味
成
分
に
健
康
効
果
が
！ 　

第
一
分
科
会「
み
ど
り
の
ク
ラ
ブ
」と
第
四
分
科
会「
榎

ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ
」の
共
催
で
、
食
育
・
エ
コ
に
最
適

な「
ゴ
ー
ヤ
」を
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
し
、
猛
暑
を
の
り
き
っ

て
い
た
だ
き
た
く
実
施
し
ま
し
た
。
榎
町
特
別
出
張
所
の

皆
さ
ん
が
育
て
た
ゴ
ー
ヤ
と「
み
ど
り
の
ク
ラ
ブ
」会
員
の

方
々
が
育
て
た
ゴ
ー
ヤ
を
使
用
し
、
12
種
類
の
料
理
を
紹

介
。
試
食
後
、
レ
シ
ピ
を
配
り
、
料
理
の
説
明
を
し
ま
し
た
。

参
加
者
28
名
、
大
好
評
で
し
た
。

第
一
分
科
会

第
四
分
科
会

ゴ
ー
ヤ
料
理
の
説
明
と
試
食
会

第
二
分
科
会

地
域
安
全
分
科
会

第
三
分
科
会

環
境
美
化
分
科
会

榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー
工
芸
美
術
室
に
て
実
施

●
ゴ
ー
ヤ
の
苦
味
を
や
わ
ら
げ
る
方
法

・
塩
を
ま
ぶ
す
・
熱
湯
で
ゆ
で
る（
１
分
）

・
油
で
調
理
・
切
っ
て
水
に
さ
ら
す

 （
甘
味
や
酸
味
を
加
え
過
ぎ
る
と
苦
味 

 が
増
す
）

◎
塩
け
や
油
を
上
手
に
使
う
の
が
コ
ツ

●
ゴ
ー
ヤ
の
選
び
方

●
ゴ
ー
ヤ
の
保
存
法

　
新
聞
紙
に
包
ん
で
常
温
で
保
存
、
１

週
間
く
ら
い
大
丈
夫
。
切
っ
た
物
は
ワ

タ
を
取
り
、
ラ
ッ
プ
に
包
ん
で
冷
蔵
庫

野
菜
室
で
保
存
。

　
表
面
の
イ
ボ
に
つ
や
が
あ
り
、
さ
わ

る
と
痛
い
く
ら
い
で
こ
ぼ
こ
し
て
い
る

も
の

ゴーヤと豚肉のチャンプル

ゴーヤのツナサラダ

ゴーヤのツナ炒め

ゴーヤとじゃがいもの揚げ煮

ゴーヤと玉ねぎの卵とじ

ゴーヤの天ぷら

ゴーヤとちくわのかき揚げ

ゴーヤの漬物

ゴーヤのおひたし

ゴーヤのチヂミ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

以上の他に二種類の料理が披露されました。
★当日配布されたレシピをご希望の方は、地区協議会事務局までご連絡くだされば差し上げます。

主　な　材　料料　理　名

ゴーヤ、豚こま切れ肉、木綿豆腐、卵、
サラダオイルなど

ゴーヤ、ツナ缶、塩、ドレッシング
（白すりごま、マヨネーズ、プレーンヨーグルト）

ゴーヤ、ツナ缶、玉ねぎ、レタス、
サラダオイルなど

ゴーヤ、じゃがいも、しょうゆ、
みりん、揚げ油

ゴーヤ、玉ねぎ、卵、
サラダオイルなど

ゴーヤ、天ぷら粉、揚げ油

ゴーヤ、ちくわ、紅しょうが、黒ごま、
小麦粉、天ぷら粉、揚げ油

ゴーヤ、漬け汁（だし、しょうゆ、
みりん、昆布、赤とうがらし）、酢、塩

ゴーヤ、玉ねぎ、削り節、きざみ海苔、
みりん、しょうゆ

ゴーヤ、青しそ、揚げ玉、小麦粉、片栗粉、
塩、ポン酢しょうゆ、サラダオイルなど

第
二
分
科
会
は
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
考
え
、
活
動
し
て
い
る
分
科
会
で
す
。
地
域

の
目
で
子
ど
も
を
事
故
や
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
、

「
子
ど
も
は
宝
」ス
ロ
ー
ガ
ン
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲

示
し
、
ま
た「
ピ
ー
ポ
一
一
〇
ば
ん
の
い
え
」の

周
知
と
登
録
促
進
の
訪
問
・
呼
び
か
け
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
ピ
ー
ポ
一
一
〇
ば
ん
の

い
え
」の
数
は
地
域
内
で
2
5
0
を
越
え
、
鶴

巻
小
学
校
、
早
稲
田
小
学
校
、
江
戸
川
小
学
校

の「
ピ
ー
ポ
一
一
〇
ば
ん
の
い
え
マ
ッ
プ
」が
完

成
し
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
の
ご
協
力
、
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
で
は
三
校

の
児
童
全
員
に
マ
ッ
プ
を
持
っ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

青
色
回
転
灯
が
下
校
時
の
子
ど
も
た
ち
に
お

な
じ
み
と
な
っ
た「
青
パ
ト
」の
パ
ト
ロ
ー
ル
も

十
月
で
27
回
目
と
な
り
、
校
門
前
や
帰
り
道
で
、

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
ま

す
。
下
校
時
に
小
学
生
の
声
で
流
れ
る
防
災
無

線
に
よ
る
呼
び
か
け
も
、
じ
つ
は
私
達
の
提
案

に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
も
の
で
す
。
私
達
の
活
動

が
少
し
ず
つ
地
域
に
浸
透
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
後
は
、
今
ま
で
の「
防
犯
」か
ら「
防
災
」に

も
視
野
を
広
げ
、「
子
ど
も
の
防
災
」に
取
り
組

み
ま
す
。「
ピ
ー
ポ
一
一
〇
ば
ん
の
い
え
マ
ッ

プ
」の
作
成
で
得
た
体
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か

し
、「
子
ど
も
の
防
災
マ
ッ
プ
」を
作
成
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
を
実
際
に
歩
き
、
下

校
時
の
防
災
と
い
う
視
点
か
ら
、
子
ど
も
た
ち

の
安
全
に
本
当
に
役
立
つ
防
災
マ
ッ
プ
を
作
り

あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
第
三
分
科
会
で
は
、
地
域
の
環
境
美
化
の
促

進
を
目
的
に
、

●
放
置
自
転
車
追
放

●
タ
バ
コ
と
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
撲
滅

●
緑
化
活
動

の
3
点
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

4
月
4
日（
日
）に
は
早
大
通
り
で「
放
置
自
転

車
・
ポ
イ
捨
て
禁
止
」の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ

い
、
用
意
し
て
い
た
ボ
ー
ル
ペ
ン
と
テ
ィ
ッ

シ
ュ
は
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
り
ま
し
た
。

新
宿
シ
ン
ち
ゃ
ん
の
着
ぐ
る
み
も
登
場
し
、
相

変
わ
ら
ず
の
大
人
気
で
し
た
。
寒
い
日
で
し
た

が
、「
や
め
ま
し
ょ
う
!!
ポ
イ
捨
て
・
放
置
自
転

車
」の
の
ぼ
り
と
一
緒
に
練
り
歩
く
う
ち
に
、

着
ぐ
る
み
の
中
は
湯
気
が
上
が
る
ほ
ど
の
暑

さ
に
な
り
ま
し
た
。（
中
に
入
っ
て
ゆ
で
あ

が
っ
た
？
の
は
当
分
科
会
の
委
員
で
す
。）

　
緑
化
活
動
で
は
江
戸
川
小
学
校
に
引
き
続

き
、
早
稲
田
小
学
校
、
鶴
巻
小
学
校
に
も
花
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
小
学
校
周
辺
の
地
域

の
方
々
の
目
に
も
触
れ
る
よ
う
に
花
の
位
置

を
工
夫
し
ま
し
た
。
早
稲
田
小
学
校
は
ち
ょ
う

ど
卒
業
式
に
間
に
合
い
、
多
く
の
方
々
に
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
鶴
巻

小
学
校
も
新
学
期
早
々
に
花
を
植
え
、
学
校
に

面
し
た
道
路
か
ら
見
え
る
色
と
り
ど
り
の
春

の
花
が
、
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
き

れ
い
な
花
を
飾
る
こ
と
で
道
端
の
ゴ
ミ
が
減

る
な
ど
の
期
待
も
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
も
地
区

内
の
小
学
校
に
花
が
絶
え
な
い
よ
う
、
美
化
・

緑
化
の
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
は
江
戸
川
小
学
校
が
一
〇
五
周
年
、
早

稲
田
小
学
校
が
一
一
〇
周
年
と
記
念
の
年
な

の
で
、
周
年
行
事
に
合
わ
せ
て
祝
典
に
美
し
い

色
を
添
え
る
花
を
お
贈
り
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
に
地
区
協
議
会
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
住
民
の
人
々
と
共
に
活
動

の
輪
を
広
げ
て
い
け
る
よ
う
に
、
ま
ち
の
美
化

を
目
指
し
て
様
々
な
取
り
組
み
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

8
月
20
日（
金
）

午
後
１
時
〜

▲打ち合わせの様子

▲ピーポステッカー：
　子どもの目の高さにはってあります

▲新宿シンちゃんも
　参加したキャンペーン

▲鶴巻小学校に
　植栽した花々


